
10市議会だより　　みなみそうま（Vol.18）

一
般
質
問

西　 一信 議員

市
長
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

市
長
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

違法看板

れ
ば
、
ハ
ー
ド
事
業
は
ゼ

ロ
と
な
り
、
公
約
の
自
転

車
鋪
道
も
不
可
能
で
は
な

い
の
か
伺
う
。

答　

市
の
雇
用
、
経
済
、

財
政
状
況
な
ど
中
長
期

的
・
総
合
的
に
判
断
し
、

計
画
を
作
成
し
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

問　

大
甕
産
廃
処
分
場
の

周
辺
住
民
は
、
大
変
な
状

況
が
10
年
以
上
続
い
て
い

る
。
今
後
ど
の
様
に
対
処

す
る
の
か
伺
う
。

答　

地
元
行
政
区
長
が
全

て
反
対
を
し
て
い
る
。
市

問　

小
中
学
生
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て
は
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

答　

国
で
は
本
年
度
か
ら

子
ど
も
手
当
制
度
の
創
設

な
ど
、
子
育
て
支
援
策
の

拡
充
が
あ
る
。
本
市
の
子

育
て
支
援
策
や
財
政
状
況

な
ど
調
整
を
図
り
な
が
ら

段
階
的
な
実
施
も
視
野
に

検
討
す
る
。
で
き
る
限
り

早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
。

問　

市
民
が
満
足
す
る
情

報
開
示
は
で
き
る
の
か
伺

う
。

答　

情
報
公

開
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
高
め

保
有
す
る
情

報
の
円
滑
な

公
開
と
説
明

責
任
の
徹
底

を
図
る
。

問　

市
債
残

高
100
億
円
の

削
減
を
４
年

間
で
実
施
す

そ
の
他
の
質
問

❶ 

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

❷ 

地
元
中
小
企
業
の
支
援

策
に
つ
い
て

❸ 

「
大
甕
産
廃
早
期
解
決

を
」
の
チ
ラ
シ
の
件

長
と
し
て
現
状
を
直
視

し
、
許
可
権
者
の
県
と
連

携
し
て
法
令
遵
守
を
徹
底

さ
せ
る
。

問　

産
廃
処
分
場
反
対
の

違
法
看
板
は
誰
が
ど
ん
な

目
的
で
設
置
し
た
の
か
伺

う
。

答　

目
的
は
、
違
法
看
板

に
表
示
さ
れ
た
内
容
と
思

う
。
誰
が
設
置
し
た
の
か

は
、
市
の
パ
ト
ロ
ー
ル
範

囲
で
は
確
認
で
き
な
い
。

罰
金
の
請
求
も
で
き
な
い
。

ちょっとホンネ
　大 産廃問題の今後の
在り方を、市民の立場に
立って解決する事を早急
に望みたい。

平田　 武 議員

市
長
公
約
は

市
長
公
約
は

果
た
せ
る
の
か

果
た
せ
る
の
か

議員のつぶやき
未

サルによる被害（鹿島区）

答　

民
間
と
同
様
な
経
営

感
覚
を
取
り
入
れ
、
無
駄
、

無
理
を
排
除
す
る
。
市
民

生
活
優
先
と
し
、
職
員
意

識
改
革
に
努
め
、
私
の
給

与
削
減
は
気
概
で
あ
り
、

職
員
の
給
与
削
減
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

融
資
に
つ
い
て
は
、
保
証

制
度
の
活
用
を
前
提
に
制

度
設
計
を
す
る
。
職
員
教

育
は
人
材
育
成
基
本
方
針

に
よ
り
取
り
組
む
。
機
構

改
革
は
簡
素
で
効
果
的
な

行
政
体
制
と
す
る
。
株
式

会
社
的
具
現
化
に
努
め
る
。

問　

産
廃
阻
止
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

法
令
遵
守
さ
れ
て
い

な
い
部
分
が
あ
り
、
厳
正

問　

役
所
を
株
式
会
社
的

運
営
に
す
る
。
す
ぐ
や
り

ま
す
課
の
設
置
や
首
長
給

与
50
％
削
減
が
職
員
に
及

ぼ
す
影
響
は
。
４
年
間
で

市
債
100
億
円
の
減
額
と
無

利
子
、
無
担
保
１
千
万
円

の
融
資
は
課
題
や
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
困
難
で
は
。
市

債
100
億
円
を
４
年
間
で

削
減
す
る
と
、
南
相
馬
市

の
雇
用
や
経
済
環
境
に
大

き
な
影
響
が
で
る
。
社
長

が
50
％
な
ら
社
員
も
応
分

な
減
額
は
当
然
で
は
な
い

か
。
無
利
子
、
無
担
保
で

融
資
す
る
金
融
機
関
は
あ

る
の
か
。
機
構
改
革
も
大

事
だ
が
、
職
員
教
育
が
先

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
い
て

❷ 

空
き
店
舗
ゼ
ロ
の
対
応

に
つ
い
て

❸ 

消
防
、
防
災
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
向
け
て

に
対
処
す
る
。
会
社
の
現

状
意
識
や
公
害
防
止
協
定

動
向
に
つ
い
て
、
議
会
に

報
告
す
る
。

問　

市
立
病
院
に
お
け
る

相
馬
看
護
専
門
学
校
卒
業

生
の
採
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
10
月
に
行

わ
れ
た
採
用
試
験
を
21
年

度
か
ら
７
月
に
変
え
た
。
今

後
は
補
欠
合
格
を
取
り
入
れ

る
な
ど
し
て
、
再
募
集
に
な

ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

ちょっとホンネ
　人間の願望で自然を破
壊し、サルやイノシシが、
６号線まで出没し被害発
生が拡大。
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一
般
質
問

西　 銑治 議員

市
長
の

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

鹿島区商店街

の
声
を
捉
え
、
議
会
や
市

民
の
理
解
を
得
な
が
ら
市

政
運
営
を
実
現
し
て
ま
い

り
た
い
。

問　

合
併
以
来
、
鹿
島
区

商
店
街
な
ど
客
足
も
減
少

し
街
中
の
疲
弊
が
進
行
し

て
い
る
が
、
行
政
・
議
会

と
も
早
期
対
策
を
な
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

答　

私
は
選
挙
期
間
中
各

地
区
商
店
街
の
皆
様
か
ら

も
議
員
か
ら
の
指
摘
の
声

問　

南
相
馬
市
は
、
分
権

分
散
型
合
併
を
基
本
理
念

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
主
体
性
を
尊
重
し
特

性
を
活
か
し
、
合
併
後
地

域
が
互
い
に
補
完
し
あ
い

な
が
ら
貢
献
し
あ
う
地
域

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
合
併

を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
合
併
時
の
基
本
理
念

に
対
す
る
新
市
長
の
政
治

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

私
は
み
ん
な
で
生
活

優
先
、
市
民
が
主
役
の
南

相
馬
市
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
７
つ
の
政

策
と
24
の
重
点
目

標
を
掲
げ
て
多
く

の
市
民
の
支
持
を

得
て
当
選
し
た
。

合
併
の
基
本
理
念

は
、
当
然
尊
重
す

る
考
え
で
市
民
の

信
託
に
応
え
る
こ

と
が
私
の
使
命
で

あ
り
、
合
併
し
て

良
か
っ
た
と
言
え

る
市
政
実
現
の
た

め
に
多
く
の
市
民

そ
の
他
の
質
問

❶ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
設
の
状
況
は

❷ 

市
長
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
危
機
管
理
対

策
❸ 

相
馬
地
方
広
域
合
併
推

進
へ
の
考
え
は
い
か
に

を
耳
に
し
た
。
そ
こ
で
市

民
の
不
満
を
解
消
し
合
併

し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
合
併
し
て
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
政
策
展
開
を
図

る
。

ちょっとホンネ
　自然環境に恵まれた牛
島開発と、子供から大人
まで楽しめる休養温泉施
設の早期実現を。

小林 吉久 議員

鹿
島
区
に
県
立
養
護

鹿
島
区
に
県
立
養
護

学
校
の
誘
致
を

学
校
の
誘
致
を

議員のつぶやき
未

県立相馬養護学校

学
識
経
験
者
、
学
校
関
係

者
な
ど
の
構
成
す
る
相
馬

地
方
調
査
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
予
定
で
、
そ
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
誘

致
に
向
け
て
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を

踏
ま
え
て
鹿
島
区
に
誘
致

す
る
こ
と
へ
の
意
義
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

保
護
者
の
強
い
要
望

が
あ
り
、
地
元
選
出
の
県

議
会
議
員
と
懇
談
会
や
情

問　

過
般
の
県
議
会
で
相

馬
市
立
養
護
学
校
の
県
立

移
管
に
伴
っ
て
、
建
て
替

え
の
有
無
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
っ
た
。
県
の
教
育
長

は
、
今
年
度
の
調
査
委
員

会
の
論
議
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。
現

在
、
養
護
学
校
に
通
学
し

て
い
る
生
徒
さ
ん
は
６
割

近
く
が
南
相
馬
市
の
子
供

達
で
あ
る
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の

多
く
は
鹿
島
区
に
県
立
学

校
が
一
校
も
な
い

こ
と
か
ら
、
誘
致

実
現
の
期
待
は
真

に
大
き
い
。
本
市

と
し
て
、
県
の
方

針
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
、
誘
致
に

向
け
た
運
動
を
い

か
に
展
開
す
る
考

え
か
伺
う
。

答　

平
成
22
年
度

に
、
県
は
新
築
の

必
要
性
な
ど
、
検

討
す
る
関
係
市
町

村
長
や
保
護
者
、

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
政
運
営
を
桜
井
市
長

に
託
し
た
こ
と
に
つ
い

て
❷ 

南
相
馬
市
を
売
り
込
む

為
の
手
立
て
に
つ
い
て

❸ 

工
業
団
地
造
成
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
交
換
を
し
な
が
ら
検
討

し
て
き
た
が
、
県
立
移
管

が
決
定
し
た
の
で
、
地
域

の
振
興
策
か
ら
も
重
要
な

施
設
と
考
え
対
応
す
る
。

問　

移
転
の
結
果
と
用
地

の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

候
補
地
を
何
点
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
決
ま
っ
た
段
階
で
即

対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

ちょっとホンネ
　教育の機会均等から、
体育館もプールもない養
護学校でよいのか。調査
委員会の皆さん。




